
三嶺山域稜線部の自然再生の取り組み
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三嶺 1893m

剣山 1955m

カヤハゲ1720m

白髪分岐 1737m

韮生越のミヤマクマザサ群落の変貌 （撮影：坂本 彰）
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短期間のうちに激変する（2006年ごろまでは左の写真の状況）

５ ‘09年4月設置

８ ‘08年4月設置

９ ‘09年4月設置

１０ 08年4月設置

2010年9月1日

植生保護柵設置の目的
① 三嶺・剣山系の生物多様性の保全

かつて絶滅危惧種が生育していた緊急性が高い場所や

地域を代表する植生を保全するための暫定的な対策

② 表層土壌の流失防止・斜面崩壊の防止

ミヤマクマザサ群落が消失した場所の土壌の侵食が始
まっており，柵外における緊急の対策が求められる

シカの個体数が適正密度まで減少した時に保護柵で
守られてきた種群からの植生の再生が可能になる

ヤマヌカボを用いた緑化



2008年および2009年に設置した防鹿柵内と柵外における草本層の種組成

柵内 約110種
柵外 約50種

防鹿柵を設置したことで，
多くの種の消失を防ぐこ

とができた

ミヤマクマザサは地上部が
枯死して1年以内に防鹿柵を

設置しないと回復しない

調査地

種数（被度1以上）

プロット数

平均出現種数

タカネオトギリ Ⅴ 1 2 +-1 2 + Ⅱ + Ⅴ +-1 3 + Ⅴ +-1 2 +-1 3 +-1 2 1 Ⅴ +-1 Ⅳ +-1 1 +

メアオスゲ Ⅳ + 2 +-1 3 1 Ⅲ +-1 Ⅴ +-3 3 1-2 Ⅴ +-2 2 + 2 +-2 1 + Ⅲ +-2 Ⅱ +-1 2 1-3

バライチゴ Ⅴ +-2 1 1 Ⅲ + Ⅴ +-2 3 +-2 Ⅴ 1-3 2 +-1 2 2 2 3-4 Ⅲ 1-3 Ⅲ +-1 3 +-2

ヤマヌカボ Ⅳ 1-4 2 4-5 Ⅴ +-1 Ⅴ 1-5 3 2-4 Ⅴ 1-5 3 + 3 +-1 2 1 Ⅴ +-4 Ⅴ 1-5 3 2-4

イタドリ Ⅱ + 1 + 1 + Ⅱ + Ⅱ + 1 + 2 + Ⅳ +-3 Ⅱ +

ミヤマクマザサ Ⅴ +-1 1 + Ⅳ + Ⅳ +-1 2 +-1 Ⅳ +-1 3 + 2 1 Ⅲ +-1 2 +-1

ススキ Ⅱ + Ⅱ + Ⅳ +-1 2 2 Ⅴ +-1 1 + 2 +-1 Ⅴ 1-5 Ⅳ +-2 2 +

トゲアザミ Ⅱ 1-3 Ⅳ 1-4 1 + 2 +-1 1 1 Ⅱ +-1 Ⅰ 1

クサギ Ⅰ 5 Ⅰ 4 1 3

トモエソウ Ⅱ 3 Ⅲ +-3 1 1 2 4 Ⅰ 1 1 2

イグサ Ⅲ +-3 1 1 Ⅰ 1

イワヒメワラビ Ⅰ + Ⅰ 1 Ⅲ 1-4

ヤブウツギ Ⅴ +-4 Ⅱ +

ヤマヤナギ Ⅲ +-1 Ⅰ +

タラノキ Ⅰ 1 1 + 1 + Ⅰ + Ⅱ 1-3

バイケイソウ 1 1 Ⅱ 3-4 Ⅱ 4

シロバナネコノメソウ Ⅰ + Ⅴ +-2 Ⅲ +

15 46 13 9 27 3

10

16 6 5 6 13 6 13 9 17

19 18 17 10 11 20

8 8

15 15 10 13 13 13 16 12

3 3 2 20 16 3

韮生
越・凹
地

さおり・
トチノキ
柵内

さおり・
トチノキ
柵外

6 2 3 6 9 3 7

白髪分
れ頂上
北斜
面・林
外

白髪分
れ頂上
北斜
面・林
内

白髪分
れ頂上
北斜
面・林
縁

白髪分
岐ピー
ク東斜
面

韮生
越・柵
内・南

韮生
越・柵
外・南

カヤハ
ゲ西稜
線南斜
面・林
内

カヤハ
ゲ西稜
線南斜
面・林
縁

カヤハ
ゲ西稜
線北斜
面・林
内

白髪分
れ稜線
南斜
面・林
内

白髪分
れ稜線
南斜
面・林
外

白髪分
れ稜線
南斜
面・林
縁

イワヒメワラビ群落
トモエソウ群落クサギ群落

イ群落トゲアザミ群落

コケ類も裸地へ急激に侵入して群落を形成している
2010/7/７

2011/9/23

白髪分かれの山小屋周辺
管理捕獲によってシカの個体数が減少

し，ススキ群落が回復してきた

2009/10/21

2010/10/17

2011/10/07

5％

3５％

1２％

ヤマヌカボ群落の被覆面積率の変化 自然の回復力が弱い場所を特定し，
斜面崩壊などの災害が発生する前に
重点的に労力をかける必要がある



カヤハゲ南斜面
中央部で進行す

る土壌侵食

播種日：2011年9月23日

ヤマヌカボとは 長田武正1993.増補 日本イネ科植物図鑑

• イネ科の多年生草本

• 分布

日本全土

（人里離れた林地や低山地）

• 花期

６～８月

• 稈の高さ

３０～７０㎝

• 種子の大きさ

１～２mm

http://sigesplants.chicappa.jp/Agrostis_clavata_subsp._clavata‐

ヤマヌカボの花穂はシカの食害を受
けないので大量の種子による繁殖が
可能

果実が熟すと下の葉が枯れる

種子散布が終わると新たに分
げつして成長

シカの採食圧を受けるが，盛
んに分げつして芝生状になる

ヤマヌカボの発芽・休眠特性
①３０℃・湿潤・１カ月保存でもっとも高い発芽率
②低温域が15℃以下にならないと発芽しない。

③明条件・暗条件で差はなし
④１年保存では発芽率が著しく低下

・夏期の高温によって，より発芽に適した状態になり，
発芽適温となった晩夏から初秋に発芽する。
・全ての種子が短期間に一斉に発芽してしまうため
に埋土種子として残こらない可能性が高い。

約1,800ｇ（約 25億粒）採取

３０℃湿潤状態・３０℃乾燥状態
１カ月保存

ヤマヌカボ種子の採取（ 2011年7月16日13名参加）



調査日：2011年11月1日

・１メートルのベルトを１０cmごと
に区切り

実生数
菰（コモ）の被覆率（％）
土壌の被覆率（％）

を記録

※土壌の被覆率＝上方から流れてきた土壌が堆積した面積率

急傾斜地では土壌の被覆率が高い
＝土壌が動いている

・種子の上や発芽した実生の上に土壌が堆積する
・種子や実生がしっかり定着する前に流されてしまう

種子による緑化を効率的に行うために

①採取した種子をその年のうちに播く

②30℃湿潤状態で１カ月保存

③最低気温が15℃を以下になる８月下旬～

９月上旬播種

緩傾斜地の場合

①コモを敷いて凍上の影響を緩和さ
せる

②コモの中央部を４割程度裂いて日
光が入るようにする

実生の定着率を上げるために 急傾斜地の場合

①梅雨より前にコモを丸めて固定するし，
表土を止める

②堆積した表土の上に播種する



注意点

ヤマヌカボが完全に定着するまで（少なく
とも２～３年）はコモが流れないように

①より長くて返しのついた竹杭を多数使用

②定期的に状況を確認する

深刻な問題

林床植生をどのようにして
回復させるのか？

北斜面
高木林

南斜面 明るい低木林

緑化に有効利用できる植物がない？
イトスゲ，コハリスゲ？

ガリー侵食の防止には，間伐材などを
用いた治山工事？



三嶺・剣山系のシカ被害・対策の現状と課題
依光良三

(1)三嶺山域では、とくに林床砂漠化が進行

生態環境の劣化と土砂流出問題

樹林内（日当たり不良）は、とりわけ

急傾斜地の土砂崩落・流出は深刻

(2)保護区管理捕獲と周辺域での捕獲圧の強化

その実態と課題～捕獲空白域をどうするか？

エサ環境（ササの枯死・再生・残存、ヤマヌカボ繁茂、等）の変化

及び季節によって，場所が移動する「シカ溜まり」の把握の

必要性。

―土砂問題と「管理捕獲」を中心として ―

物部川源流ジル沢・中東山にみる土砂問題
人工林よりひどい自然林の荒廃・崩れ

2011/09/06
白髪山から撮影

2000年～2007年
樹木・ササ被害激甚

この下は「ふるさと林道」
アイノウの釜、土砂崩落

2011年9月の台風時、各所で土砂が崩落、物部川の濁水長期化の原因

土壌侵食・土砂流出 物部川源流ジル沢

平和丸側 中東山側

ふるさと林道登山口周辺

2011年5月初旬

2011年9月

スズタケ等、林床植生を失うと崩れやすい

西熊渓谷・長笹谷周辺の荒廃

樹海の下で進む崩落 2011年9月

樹林内の土砂流出

スズタケ等の林床植生
を失うと、土砂流出に
歯止めがかからない



保護区管理捕獲の実態と課題
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中腹は急峻地帯

2011年度香美市捕獲実施保護区エリア
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三嶺・剣山山系・那賀町木頭地区での捕獲

剣山スーパー林道

那賀町個体数調整事業木頭地区（保護区）

ジロウギュウ

丸石～ジロウギュウ ； スーパー林道の上部

中東山県境稜線から丸石、剣山方面を望む
2011年10月

スズタケとカエデ
の被害が顕著

剣山

丸石



丸石周辺（保護区）での個体数調整

２

３

３人

2011年４月～10月 98頭（環境省許可100頭）
16人前後11回出役 １回平均捕獲数～約9頭

剣山

シカ溜まり

丸石より

木頭の駆除班登録者３４名
（散弾26、ライフル5、ワナ3）

三好市東祖谷地区

シカの捕獲は,「有害捕獲」、「個体数調整事業」で、この２，３年来急増

犬を使わない「流し銃猟」方式で、林道のある山麓付近で行われる

平和丸稜線から三嶺中腹を望む：右下方が名頃

東祖谷地区での捕獲状況

• 特徴

(1)シカ猟は３、４年前までほとんどしていない

三好市 2007 ～ 128頭 食べる習慣がない

捕獲数 2008 ～ 256頭 「有害捕獲」を頼まれて始める

2009 ～ 448頭 ↓（内東祖谷地区）

2010  ～ 955頭 （頭数調整 497＋環境省 43）

(2)銃猟師数１６人（ライフル３）～イノシシ中心

個人個人で、犬も使わず、林道で見かけたら降りて山側に

入って撃つ。持ち帰って、埋める。ライフルのAさんは１年で

200頭近く撃つ。「捕っても捕っても、なんぼでもおる」そうだ。

（その他「くくりワナ猟」で、４０頭程度捕獲。）
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三好市東祖谷地区での捕獲場所概略
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2011年4月～11月8日個体数調整 環境省事業は2010年度

高の瀬

「管理捕獲」の課題

１．これまでになかった保護区および周辺部での捕獲は、ある程度
シカを減らすことに寄与している。
ただし、徳島県側は、道路があってやりやすいところのみの点ない
し線的実施であり、捕獲の空白域（次図）が多く存在する

２．香美市は、県境稜線まで面的捕獲を展開しているが、山が深く
広いため、３５人前後の態勢（巻き狩り）でのぞみ、成果は得られ
ているが、徳島側に逃げるシカも少なくない。
また、三嶺～西熊山側の稜線・山腹は立地的に困難。

３．県境の連携捕獲は、険しい立地条件と徳島側の態勢が整わず、
不可能に近い。 唯一、笹の「アリラン峠」付近で道路が両県をま
たいでおり、立地的には可能、ただし東祖谷の人の問題がある。
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三嶺・剣山系 捕獲の空白域 （箱ワナは除く）

剣山スーパー林道



カヤハゲ
シカ溜まり

白髪避難小屋より 2010年10月撮影

シカ溜まり？？

スズタケ消失なら、
シカ密度は低下か

三嶺・カヤハゲ、徳島県側の捕獲空白域 剣山～白髪避難小屋の徳島県側捕獲空白域

白髪分岐より 2010年夏撮影

白髪避難
小屋

平和丸

丸石
高の瀬

剣山周辺

中腹部？？？

見ノ越

高知県側・捕獲空白域

三嶺
西熊山

捕 獲 困 難

西熊渓谷さおりが原 ・ カヤハゲ

銃猟捕獲

＋

ひかり石囲いワナ

三嶺～西熊山～綱付森の稜線部周辺は、立地的に捕獲困難

さおりが原等、樹林帯はスズタケ・草花等の林床植生が枯死したため、
シカ生息密度は著しく低下（07、08年頃100頭／km2以上、今、冬・春はわずか）

「管理捕獲」対策の方向性

• 空白域をどうする、東祖谷の仕組みをどうするか？
(1) 「シカ溜まり」を把握する （エサ条件の変化で変わる～年次

、季節） ； 木頭の丸石周辺のように集中捕獲が可能

(2)山岳部での銃猟捕獲態勢のない東祖谷地区の対策

～丹沢の保護区捕獲班のように県下全般から登録

（環境省に加え、林野庁も費用分担をする） ・南ア

連携捕獲の実施の可能性
(1)木頭（丸石・ジロウ稜線）と東祖谷（名頃支稜線） 実効性大

(2) 香美（カヤハゲ、避難小屋）と東祖谷（名頃上部） 及び

笹・アリラン峠周辺

（補）樹木枯死（ササとセット）が示す「シカ溜まり」
最初のシカ溜まり中東山

さおりが原（06～09年）

白髪山稜線部ダケカンバ（2010～）白髪山中腹部（2010～）

（00年～）



森の回廊・四国をつくる会 坂本 彰

今日の報告の内容

 三嶺周辺の森林の植生がシカの影響を受けてどのように
変化してきたか （２０１１年の現状）

 被害を防ぐために設置してきた防護柵の効果がどうであ
ったか

 シカの影響が出始めて10年近くが経過したが、今後どの

ような対応をしていく必要があるか

植生の変化（尾根筋 白髪分岐東方）

２０１１年４月２９日

ウラジロモミ・ミヤマクマザサ 枯死が進行中

植生の変化（尾根筋・緩斜面・白髪分岐）

２００９年９月１７日 ２０１１年９月２３日

ススキの繁茂

ミヤマクマザサの枯死

ヤマヌカボの繁茂

裸地化

＋採食圧の低下・生息密度の減少？

植生の変化（尾根筋・カヤハゲ）

２００８年９月２７日 ２０１１年９月２３日

1 ネット内の植物の繁茂

２ イワヒメワラビ・ヤマヌカボの生息範囲の拡大
３ ウラジロモミの枯死

カヤハゲ南面 ヤマヌカボ拡大の様子

２００８年９月２７日 ２０１１年９月２３日



２０１１年７月１７日（徳島県側） ２０１１年７月１７日（高知県側）

植生の変化（林とササの境界・三嶺西方）

現在まだ裸地化が進行中

植生の変化 ササ原（ササの変色 何かの前兆？）

２０１１年７月１７日（徳島県側）

局所的にイトスゲ類が繁茂している場
所もある（白髪分岐登山道）

ほとんどのところは緑が回復せず、林
床は「砂漠」状態（フスベヨリ谷）

植生の変化（森林内）

ススダケの枯死の拡大

（２０１０年５月３０日）

回復しない林床の植物

（２０１１年７月１７日）

植生の変化（森林内）

土砂の流出が続くフスベヨリ谷
山腹から滑り降りた土砂が大水の度に流されて
いる（２０１０年５月３０日）

沢の源流部（白髪分岐）

（２０１１年９月２７日）

土砂の流出（森林内）

日当たりのよい乾燥地（ノコンギク） 湿った路傍（ヤナギタデ）

いずれも植生は単純で多様性に欠ける

植生の変化（シカが好まない植物の繁茂）



三嶺の食害の歴史を振り返る

被
害
の
レ
ベ
ル

年次

平穏期 潜航期

爆発期

底入れ期

カンカケ谷のハ
イイヌガヤに被

害

高茎草本
類への食
害・樹皮剥
ぎ被害が顕

在化

1998年 2003年 2005年 2010年

2007年韮生越ササ変色

稜線のウラジロモミ大量に樹皮剥
ぎ被害

日照条件の良い場所では不嗜好性植
物・耐性植物で「緑」が回復

1

3

2

4

5

青ザレ西の沢 大崩壊
（2004年）

顕在化期

林内は下層植生が消滅したま
ま

防護柵の設置
 ２００８年３月～２０１１年１０月までに三嶺・石立山周辺で４８個所の
防護柵を設置

 そのほとんどはボランティアが設置したもの

 これまでの参加者は延べ１４２３人

防護柵設置個所

凡例
23年度までに設置済
24年度設置予定

三嶺頂上

カヤハゲ
地蔵の頭

白髪分岐カンカケ谷

さおりが原

高知中部森林管理署作成の地図を改変

防護柵設置効果の比較（効果が大きい例）

韮生越 2008年5月設置

2008年5月（設置時の様子） 2010年9月（2年4カ月経過）

防護柵設置効果の比較（効果が大きい例）

２０１１年９月（カヤハゲ南面） ２０１０年７月（白髪分岐）

防護柵設置の効果の比較（森林内ギャップ）

2008年3月設置（カンカケ谷上流部）

2009年5月 2011年7月



防護柵設置の効果の比較（効果が表れにくい例）

2008年3月設置（カンカケ谷林内）

2007年11月
20011年7月

稀少種の保全

稀少種の保全については、高知県環境共生課、牧野
植物園が主体になって取り組んでいる。

三嶺周辺の防護柵内では絶滅危惧Ⅰ類、絶滅危惧
Ⅱ類とされた植物のうち次の種の生育が確認されて
いる。

オヤマボクチ、シコクシロギク、マネキグサ、ムカゴツヅリ、ヤマホロシ、チシマカニツ
リ､シコクヒロハテンナンショウ、トモエソウ

※アオスズラン ※テバコマンテマ ※トモエソウ ※チョウセンナニワズ ※ソバナ

※ハクサンハタザオ ※タマカラマツ ※キンセイラン ※クマガイソウ
（※印は環境共生課が設置した柵内に生育する種）

防護柵設置により生育地が復活した例

さおりが原のマネキグサ（オドリコソウ科 絶滅危惧Ⅱ類）

2007年11月（食害のため成長できない） 2011年8月（柵内はほぼ復元）

防護柵の設置が間に合わなかった例

カンカケ谷渡渉点下流のアオホオズキ（ナス科・絶滅危惧Ⅰ類）

2011年7月撮影2001年6月撮影

（2008年3月に設置したが回復しなかった）

フスベヨリ谷のキレンゲショウマの生育地では、防護柵の設置を計画しながら、
立地条件等から実施できていない。被害が進行しており、防護柵の設定に合わ
せて、残っている個体から種子を採集して苗を育て、生育地に戻す取り組みが
必要。

防護柵の設置を計画しながら実施できていない事例

岩の上、樹木の陰に残っている

かつての生育地

防護柵設置の効果(まとめ）

 いずれの保護柵内も植生が回復している

（設置が早いほど、効果が大きい）

 日照条件の差により、効果の表れに差がある。

 対象を稀少種に限定すると保全できなかった種もあるが、
元の植生の回復には寄与している。



今後の対応
これまで取り組んできた緊急避難的な措置に加え、こ
れまでの成果を活かし、「回復・復元」を念頭に置いた
取り組みが必要である。

今後の対応
将来に向けた取り組みの提案

保護柵から分布の拡大

保護柵内に繁茂する植物が生育場所を拡大できるよう、既存保護柵を拡大する。

今後の対応
将来に向けた取り組みの提案

岩崖地に避難している植物の分布の拡大を図る

シカの影響を免れる岩崖地で避難
するように生育している種がある。

これらから種子が散布されることを期
待して周辺に防護柵を設置する

ウスゲタマブキ

今後の対応
将来に向けた取り組みの提案
林内で散布される種子による森林の復元

林内で散布される種子の実生が、後継樹として成長できるよう、
日照条件の良い林内のギャップへ防護柵を設置する。

カンカケ谷沿いの林内にできたギャップ

まとめ（森林内の植生を保全・復元する視点から）

被害が顕在化してほぼ10年

 10年間の変化は我々にとって未知のもので、現
在も刻々と変化している

被害は継続しているが、一時の「暴風雨」の状態
ではない

長年ダメージを受けたことによって自然の「治癒
力」は非常に弱くなっている

日照条件の良い尾根筋では「回復」の兆しが見
える

森林内の植生は回復の力が弱い

すぐに効果が表れなくても、長期的な視点から
森林の回復に向けて取り組むことが必要


